
第 13 回枚方出張所管内河川レンジャー運営会議  

議事概要 

 

日時：平成２４年３月７日(水）１４：００～１６：５５ 

場所：淀川管内河川レンジャー中央流域センター 

出席者：委員１１名、オブザーバー１名、事務局８名 

 

１．決定事項 

・山口河川レンジャーの２回目の再任が決定した。 

・枚方出張所管内全河川レンジャーの平成 24 年度年間活動計画が決定した。 

・平成 24 年度新規河川レンジャー展開計画について、枚方運営会議としては

2名の推薦を要望したが、諸般の事情により推薦人数１名を決定した。 

・山口河川レンジャーが運営会議代表河川レンジャーとして選任された。 

 

２．意見等（・意見、→直前の意見に関連した議論） 

■代表者会議における議論および報告について 

・これまで知識人の意見が活かされて川づくりが行われてきたが、河川レン

ジャーが介在することで、一般の市民の意見が川を変えることを多くの方

に実感してほしい。 

・新たなレンジャー活動による川づくりでは出張所長への負担が重くなるも

のと思われる。重荷と思わず取り組んでほしい。 

・グループレンジャーの取り組みとして大学との連携は興味深いが、地域の

自治会、水防組合等との連携状況はどうなっているのか。 

→すでに各河川レンジャーは様々な地域の団体と連携して活動を行ってい

る。グループレンジャーはさらに活動を広げるための取り組みである。 

・自治会やスポーツ団体などが参加する淀川河川公園地域協議会の地区会議

で議論しているが、地元住民からグラウンド利用より昔の川原に戻してほ

しいといった意見が出てきており、驚きを感じた。 

 

■平成 23 年度年間活動報告について 

・庭窪ワンドの管理のため重機を進入させた作業が行われており、ずいぶん

見通しがよくなり、ホームレスの減少も確認している。また、外来種（ナ

ガエツルノゲイトウ）対策としても有効だったと思われる。 

→不法耕作地などを重機で整理した跡地に外来種が多数侵入した前例もある

ため、その後の状況を見守っていくことが必要である。 
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・25 号ワンドは釣り人が多く、撤去された釣りの足場もまた復元されつつあ

る。 

→落ちたら危ないと思われる角度の部分はなだらかに整えている。釣り人を

排除するだけでなく、共存することを考えていきたい。 

・重機の入りにくいエリアには、ナガエツルノゲイトウがまだ残っているよ

うだ。 

→ヨシ等に配慮していることが考えられる。ヨシは比較的回復しやすい種で

あるため、構わず進入してもよいのではないか。 

・地元の実感として、ワンドはあまり身近な存在ではないと思われるので、

ポイント的にきれいにしていくことより、住民が足を運べるような取り組

みを考えていくことが重要である。 

・鳥飼大橋付近はいつもゴミが多く、参加者のやりがいが大きい地点である。 

・河川レンジャーの活動を行う際には、関連自治体に事前に書面で日程等を

知らせてもらうと支援しやすくなると考えられる。 

・清掃時に注射針などを発見した際にはどのように対応すべきか。 

→感染症などの危険や、犯罪との関連も疑われるため、触らずにすぐに出張

所に連絡してほしい。出張所から警察等への対応を行う。 

 

■平成 24 年度活動計画について 

・新規レンジャーと連携し、自身の任期が切れても地域での活動が継続され

るよう努めたい。 

・防災の機運が高まっている今、地域住民が淀川の治水についてどれほど実

感をもっているのかを知りたい。 

→行政に守ってくれと要求を出すだけの取り組みに終わらないよう、注意が

必要である。自分で逃げることをベースに、地域の弱者を助けるなどの視

点から地域を考え、学ぶことが必要。 

→5/31 の淀川水防演習において、河川レンジャーのブースを出すことを検討

しており、防災をテーマとする河川レンジャーにはぜひ参加いただきたい

（事務局）。 

・小学校付近の活動では、学校に参加を呼びかけてはどうか。 

→保護者と一緒に参加してもらうような呼びかけを検討したい。 

・参加人数等からの広報の手法の有効性などを整理していくとよい。不特定

多数への呼びかけとして、多くのメディアを利用すべきである。フェイス

ブック等の活用も考えてはどうか。 

→レンジャー自身のスキルアップのための研修として実行委員会のなかで議

論するなど、今後の検討材料としたい。 



・活動の中で特定外来生物等と遭遇した際の対応はどうしたらよいか。逃げ

たペットであることも考えられ、無下に駆除もできない。 

→カミツキガメ、アライグマなどの捕獲は怪我をすることも考えられる。河

川レンジャーは危険の伴わない活動を行うこととなっているため、出張所

に連絡するなどの対応を願いたい（事務局）。 

・河川レンジャーアドバイザーは宝である。積極的に活用することを考える

べきだ。 

→専門家会議において活動計画の発表などを行っており、活動の方向性など

を今後議論していく。 

→活動計画や報告の提出を義務化するなど、制度的に整えてほしい。 

 

■新規河川レンジャー展開計画について 

・枚方出張所管内では、今年度 1 名が予定外の辞任をしており、さらに来年

度 2名が任期を満了することを考えると 2名の推薦が妥当ではないか。 

→諸般の事情により、運営会議としては 2 名を要望するが、1 名の推薦を決

定する。 

 

以上 



第 13 回枚方出張所管内河川レンジャー運営会議  
 出席者名簿 

 

 
分　　類 氏　　名 所　　属　　等 備　　考

大阪府　枚方土木事務所

地域支援・企画課　企画グループ長

守口市　市民生活部

環境保全課　課長

寝屋川市　水道局　

下水道室　室長

枚方市　環境保全部

環境総務課　課長

近畿地方整備局

淀川河川事務所　枚方出張所　所長

五十音別（地元見識者）敬称略

河川レンジャーアドバイザー

寝屋川青年会議所　

枚方市民生児童委員
枚方文化財研究調査会評議員

寝屋川市自然を学ぶ会　副会長

枚方出張所管内河川レンジャー
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